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資　料 思・判

1 .　下の資料を見て答えなさい。　　　　　　各10点

大河津分水ができるまで

白根郷の田のしごとのようすのうつり変わり（『新潟の米百年史』）

（1）大河津分水の工事を最初に願いでた人はだれか、
　　○をつけなさい。

（2）大河津分水の工事を人々が願いでたのはなぜで
　　すか。

（3）1875年に工事が中止になったのはなぜですか。

（4）最初に工事を願いでてから工事がおわるまでに、
　　およそ何年かかりましたか。

（5）正しい方に○をつけなさい。
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2 .  右の図は、人々が大水に
　　そなえた工夫です。つぎ
　　の文の　　　に合うこと
　　ばを　　　からえらび、
　　記号を書きなさい。
　　　　　　　      各10点

水　く　ら

　人々は、たびたび大水におそわれました。

そのため、人々は、家があるところよりも

　　　土をもり、その上にくらをたてました。

くらの中には、　　　のほかたいせつなもの

を入れておきました。大水になったときの行

き来につかう小さな　　　をおいてあるくら

もありました。

およそ　　　　　　　年

た　ざわ　よ　いち ろう　　　　　　　　　　　　　ほん　ま　かず　　え　　もん

田沢与一郎 本間数右衛門
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3 . 白根郷の田の仕事を見て、正しいものに2つ○
　　をつけなさい。　　　　　　　　　　　　   各10点

ごうねしろ

き

おおこう づ ぶんすい

しろ　ね　ごう

大河津分水は、多くの人々の努力によっ

　　　　て長い年月をかけてできあがった。

大河津分水は、べんりな機械を使って、

　　　　短い期間でできあがった。

おお こう　づ ぶん すい

おお こう　づ ぶん すい　　　　　　　　　　　　　　　　　しん ぱい

りょう　　  か

おお こう　づ ぶん すい

ど 

大河津分水ができてから、田のしごと

　　　　がやりやすくなった。

大河津分水ができて大水の心配はなく

　　　　なったが、米のとれる量は変わらなかっ

　　　　た。

大河津分水ができたあとも、人々は田

　　　　の仕事をやりやすくするように、努力

　　　　をしてきた。

（「田のようす」のなかの数字は10アールあたりの「米のとれ高」を表す）
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大河津分水路の開発
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・寺泊町の本間数右衛門が大河津分水の工事を幕府に願いで
　た。
・大こう水がおこった。

・信濃川ぞいの町や村が大こう水におそわれた。
・田沢与一郎が政府に大河津分水工事を願いでた。
・工事がはじまった。
・新潟港が浅くなることが理由で工事が中止になった。
・田沢与一郎・田沢実入などが、大河津分水の工事のための
　運動をさかんに行った。
・信濃川が大こう水になった。
・大河津分水の工事がはじまった。
・信濃川が大こう水になった。

・大河津分水にはじめて水を通した。
・大河津分水の工事がおわった。

・分水路のせきがこわれて、大きなひ害がでた。
・こわれたせきの工事がおわった。
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大こう水がよくおこったから

新潟港が浅くなるから
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